
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【宮城県】 

学校名【岩沼市立玉浦小学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学 年 ･人 数 ） 

６学年 クラス（３） 特別支援学級（２）  人数８４名 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ 道徳 体育 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

 （ねらい） 

体育大学の施設見学，実技指導，アスリートとの交流事業等の活動を通

して，オリンピック・パラリンピックに興味関心を持ち，オリンピック・

パラリンピックの意義や精神，歴史を学ぶとともに，規範意識の涵養，国

際・異文化理解，福祉教育の理解を高める効果を期待する。 

 

５取組内容  

【９月１９日（木）】 

◯平瀬智行氏講演会実施 

小学校にオリンピアンを招いて講演会を実施した。オリンピックに出

場するまでのエピソード，体験談を交えた内容の講演会を実施した。

最後にはPK 対決を平瀬さんと行った。 

 

【１０月２１日（月）】 

◯仙台大学施設見学・実技研修会実施 

仙台大学において，施設見学と実技研修会を行った。 

  体操場では，器械体操部の演技を実際に見学し体験も行った。プール

やボブスレー場の施設見学や実際にオリンピックのユニホームなど

に実際に触れてみるなど貴重な体験となった。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

６主な成果 

 

・今回の事業を通して，オリンピックやパラリンピックに関心を持つよう

になった児童が増えた。 

・スポーツアスリートとして，オリンピックのチームに帯同した方の講演

を通じて，選手だけでなく，オリンピックには様々な関わりがあること

を学んだ。 

・専門的な施設の見学や実技体験を通して，オリンピックを目指すアスリ

ートの志や努力の姿勢を感じることができた。また，自分もオリンピッ

クを目指したいという夢を持つ児童も見られた。 

 

７実践において 

工夫した点 

（事業の特色） 

・主に，教育委員会（生涯学習課）と仙台大学担当者との連絡調整を早い

段階（４月ごろ）から行い，ねらいに沿った事業内容に仕上げることが

できた。 

８主な課題等 ・講演会等の講師依頼一覧（選手など）の情報・資料等を早く提供してい

ただけると，充実した事業の立案に役立てることができた。 

・オリンピック，パラリンピックの選手の講話等も大切だが，オリンピッ

ク・パラリンピックの目的や意義を話せる方の講演をしてもらうのもよ

かった。 

 

９来年度以降の実

施予定 

・特に，実施予定はないが，７月の聖火リレーが本校の前を走行するので

全校応援をしたり，東京オリンピックの観戦を多くに児童に視聴しても

らったりできるよう声掛けしていく。 

・岩沼市の｢復興ありがとうホストタウン｣である南アフリカ共和国につい

て学習するだけでなく，オリンピックに出場する選手やチームを応援す

ることで，交友関係を深めていく。 

 


